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7) 動腺管閉鎖遅延に対す る メ フェナム酸経口

投与 とイン ドメタシン経静脈投与
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未熟児動脈管閉鎖遅延に対する,メフェナム酸経口投

与と,インドメタシン経静脈投与の有効性,副作用の危

険性について検討 した_

昭和62年 5月より平成 9年 3月までに動販管閉鎖遅延

を認めた低出生体重児71名を対象とし,12例にメフェナ

ム酸の予防投与を,52例の症候性 PDA に対 して計18

回のインダシン投与を行った.

メフェナム酸の予防投与の有効率は66.7%であった.

症候性の PDA に対 してはメフェナム酸の有効率 53.8

%に射し インドメタシンの有効率は75%と高い億であっ

た,メフェナム酸投与における副作用は乏尿を44.7%

に認め,重大な副作用として 4.4%に NEC,NEC 前

状態の発症を認めた,これに対 しインドメタシンは乏尿

を72.2%に認め,16.7%に血小板減少,CRP 上昇を

伴う腹部膨満を認めたが,食倒,保存的な治療で軽快 し

た.

8)低出生体重児の 6歳時の予後 ･厚生省心身
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平成8年厚生省心身障害研究班において行われた超低

出生体重児の6歳時の予後について報告した.3歳時の

予後の評価ができている853例について調査 し,350例

の状況について解析できた.

運動発達では正常 84.0%,軽度運動障害 3.7乳 脳性

麻痔 i2,3%であった,3歳時に比 して脳性麻嫁の頻度

に差はなかったが,3歳時運動発達正常の31ユ例のうち,

9例が脳性麻痔,12例が軽度運動障害と判定された.

知能発達では正常61%,境界21%,精神発達遅延19%

であった.3歳時に比べて精神発達遅延の頻度には差は

なかったが,境界の頻度が 2封 書に増加していた.注意

欠陥多動障害が 4.6%あった.

両眼失明2.0%芦片眼失明0.6%は3歳時と差がない

が,弱視の頻度が 12,1%と2倍に増加した.聴力障害,

嘱息,てんかんの頻度には差がなかった.

超低揖壁体登児においては3歳時の知能評価には限界
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があり,継続医療が重要であることが明らかとなった.

9) 県内脳性麻輝の推定発生率及び型別危険因

子の推移
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当センタ-に受診 した脳性麻輝 (以下 CP)のうち,

1966-1995年に県内出生の910人を対象とし,出生年

を5年ごとⅥ期に分け,CP の推定発生率の推移,型別 事

危険因子別推移をみた.CP は男に多く (平均 1.5倍),

その発生率はⅡ斯以後増加傾翻 こあったが,1.0前後で

大きく変動することはなかった.危険因子としては低出

生体重児の増加傾向は続いており (低出生体塵 CP の

発生率 ;I期 0.27-Ⅵ期 0.6日 (超低出生体重はV斯

以後),伴って寮疫 も微増傾釦 こあったが,仮死は変わ

りなかった,周産期以後の児側の危険園子項 目保有数の

増加 (3項目以上 ;Ⅰ期 7%--Ⅵ斯50%)が目立ってい

た.また,V期以後多胎 (Ⅴ期から体外受精あり)の増

加も見られた.塑別では,V期まで続いていた疫夜型の

増加 ,アテ トーゼ型の減少が,Ⅵ期ではみられなかった

CP の発生率及び危険因子の推移に,周産母子医療の進

歩とその時代の課題をかいま見ることができた.

10 ) 術 後 長 期 にわ た り腸 閉塞状 態 が続 き,管

理 に 難 渋 した超未熟児回腸穿孔 の-一例
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症例は25週,872g の男鳳 出生後 より RDSあ り,

3生日より腹部膨満出現,6生田に穿孔性腹膜炎の診断

で手術を施行 した.穿孔部は回腸で,縫合間組,腹腔 ド

レナ-ジを施行 した.12滴日より経口摂取を開始したが,

31病日に突然腺炎から D王C を併発 した.保存的治療に

て DIC は改革したが,癒着による通過障害が腺炎の原

因と考え,61病日に癒着剥離術を施行した.しか しその

後の腸管運動の回復は芳ばしくなく,約 1か月保存的治

療 を工夫 した結果 (ミルク投与法,薬物療法,IVH)

114病uに退院した.


